
令和７年度通学路関係PTA要望検討結果

番号 要望内容 検討結果

1①
細い道で車道と歩道が分かれておらず、スピードを出
す車が多いため、車に対して注意喚起するものを設置
してほしい。

危険について児童に指導します。

1②

車が多く、公園前で子どもたちが多く集まる中、スピー
ドを落とさずに通るため、子どもが多く通る時間帯に警
察の巡回。飛び出し注意や通学路の看板を設置。見
通し悪いため、ミラーを設置。

巡回を強化します。

2
交通量が多く危険なため、車に対して注意喚起するも
のを設置。横断する両脇に横断旗を設置。

「子ども注意」の路面標示を実施します。

3
塗装がはがれており、何の注意喚起かがわからない
ため、塗装の塗り直し。

薄くなった路面表示の塗り直しを検討します。

4
道が細いが、スピードを出す車が多いため、歩行者注
意の表示を設置。

外側線の塗装を実施します。

5
スピードを出す車が多く、また車からの見通しが悪い
ので、飛び出しの状態になり危険であるため、歩行者
注意など路面標示の設置。カラー塗装の塗り直し。

カラー塗装の塗り直しを実施します。

6
スピードを出す車が多く危険なため、スクールゾーン
や歩行者注意等の設置。

外側線の塗装を実施します。

7
交通量が多く、危険なため、看板の支柱に飛び出し坊
やを設置。

信号の設置の有無を受け、対策を検討します。

8

堤防から下ってくる車から見ると道路があるのがわか
りづらい。道路に「こども注意」とは書いてあるが、ス
ピードを出す車が多く、児童の飛び出しが心配なた
め、Ｔ字路にカラー塗装。児童飛び出し注意、制限速
度表記の看板の設置。

T字の塗装を実施します。

9

朝、夕方と高校生等の自転車がノンストップで突っ込
んできたり、渡るために道路に広がって待機したりして
おり、児童が通学するとき道路に出てしまうため、自転
車の乗り方・マナーについて高校生に指導・確認して
ほしい。

高等学校等へ情報を共有します。
危険について児童に指導します。

10

踏切に向かう方向には「通学路徐行」の看板がなく、
通学路霊園側を見るカーブミラーがないので、歩行者
が来ていることに気づきづらく、車がスピ―ドを緩めな
いため、交差点の赤色カラー塗装。看板・カーブミラー
を設置。

塗装が薄くなった時、塗り直しを実施します。
「通学路徐行」の看板を設置します。
カーブミラーの設置場所を検討します。



11
商業施設建設に伴い、通学路への車の出入りの増加
が予想されるため、緑ペイント塗装等の安全対策。

緑ペイント塗装を実施します。
危険について児童に指導します。

12
T字路　停止線「止まれ」、カラー塗装があるが、車が
歩道まで出てくるため、歩道があるとわかるように更な
る対策。

停止線「止まれ」の塗り直しを実施します。

13
「 と び出し注意」 の表示が薄く なってきているた
め、 再塗装。

路面標示の塗り直しを実施します。

14
街灯が少なく、子どもが帰宅する時間帯は暗いため、
街灯の設置。

付近に街灯を設置します。

15
歩行者や通学の自転車で、自動車の停車をしても曲
がりきれずバックなどして危険なため、交差点があると
わかるものを設置。

危険について児童・生徒に指導します。

16
点滅信号でも事故が多く、朝・夕は交通量が多く危険
なため、県道を通る自動車に向けて注意を促すものを
設置。

巡回を強化します。

17
公園からから飛び出す人がいるため、車側に注意を
促す看板等の設置。

路面表示シールを設置します。

18
横断歩道手前で減速しない自動車があり危険。横断
歩道の白線が消えかけていて見えにくいため、横断歩
道の白線を引き直し。

一時停止線、横断歩道の塗り直しを実施しま
す。

19
横断歩道のない交差点で、朝や夕方の時間帯、車の
スピードも速く交差点の見通しも悪いため、飛び出し
注意や通学路の看板を設置。

路面表示シールを設置します。
危険について児童・生徒に指導します。

20

交差点にはポールが設置されているが、そこから先は
設置
されておらず、歩道の道幅が狭いので通行が危険な
ため、歩道の拡張及び、自転車通行帯の整備。ガード
レールやポールを設置。

外側線の塗装を実施します。
歩道へ上がる段差を減少する補修を実施しま
す。

21
車道に所々陥没等が見られ、雨が降れば大きな水溜
りになり、車が走るたびに、水撥ねがひどい状況であ
るため、道路の補正工事。

道路補修を実施します。
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